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失敗事例のタイトル  
	
 	
 希硫酸溶液中の酸化性不純物によるニッケル基合金の腐食 

一次原因（材料要素）  
	
 	
 全面腐食 

機種  
 反応液タンク 

部品	
  
	
 Uボルト 

材料 	
 ニッケル基合金

Alloy  B-2（備考①） 
概略の寸法	
 ボルト径約 20㎜、 

Uボルト部７0～８0㎜ 

損傷発生時の状況  
	
 反応液タンクの内部コイルを固定する Alloy B-2（備考①）製 Uボルトが、激しく全面腐食を生じた。コイルは硬
鉛製で、反応液は硫酸２％を含む環境で温度 35～40℃で使用されていた。Alloy B-2 は、硫酸２％環境なら、充分な
耐食性を示す材料であるが、使用期間１年半で、液相部で使用されていた直径約 20㎜のボルトが消失しかけていた。
なお。気相部で使用されていた Uボルトは原型をとどめていた。 
 
調査内容とその結果  
	
 反応液タンクの液を調査した結果は、以下の通りであった。 
硫酸：2%、活性炭：2%、Cuイオン（当初の価数 1価）：0.3%、臭化物イオン：約 0.１% 

損傷発生のシナリオ  
	
 Alloy B-2 は、硫酸２％環境なら耐食性を示す材料である。ところで、活性炭は溶存酸素の還元反応を促進する事
が知られている。また、Cu イオンは２価となった場合、酸化剤として働く。したがって、本損傷は、活性炭あるい
は何らかの反応で２価となった銅イオンの酸化剤としての働きにより、Alloy  B-2が激しく腐食を生じた。 
	
  
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 タンク内の実地試験で、各種材料（SUS316L、alloy 20備考②、チタン、alloy C-22備考③）の腐食試験を行った。 
その結果、SUS316Lと alloy 20は、試験片のすきま形成部で激しいすきま腐食を生じたが、チタンと alloy C-22は
全く腐食を生じなかった。チタンは、40℃の硫酸中では濃度 1%程度が限界であるが、本溶液のように、酸化性を帯
びた溶液中では、耐食性皮膜が形成されるため、充分な耐食性を示す事が分かった。対策としては、Uボルトをチタ
ン製とした。 
 
教訓  
	
 還元性の希硫酸溶液でも、酸化性を示す不純物の存在によって、金属材料に対する腐食特性は著しく異なる。 

備考  
①	
 Alloy  B-2：Moを 26～30%含有するニッケル基合金、他に微量の Fe、Co、Si等を含む。 
① Alloy  20：20Cr-33Ni-Mo-Cu	
 他の主成分は Fe 
③	
 Alloy  C-22：21Cr-13Mo、他に微量のW、Co等を含む Ni基合金 
主要因 教訓とすべき対象者 
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